
下町として栄えた岩城町亀田。今でもお寺や

神社、そして、その町並みに歴史的情緒を漂

わせています。私は、そのひっそりとした空気に包

まれた亀田の町並みが大好きです。時折、町の人た

ちの楽しそうな話し声が響くと、何となく穏やかな

気持ちになります。また、遠くから聞こえる蛙の大

合唱は、とても心地よく、私を和ませてくれます。

　大のお気に入りの場所は、今は廃校になった小

学校へと上っていく坂道です。かつては、満開の桜

並木に見守られて登校していました。今では、通る

こともなくなってしまいましたが、一生の宝物にし

ておきたい風景です。

 まだまだ魅力あふれる亀田の町です。これからも

この町を愛し、大切にしていきたいです。

は、東由利の人の優しさが大好きです。毎

朝、「おはよう」「いってらっしゃい」と地

域の方が家族のように声をかけてくれたり、気軽

に話しかけたりしてくれます。

　また、東由利は、人とのふれあいを大切にして

いる地域です。「黄桜まつり、軽トラ市、雪もの

がたり」など大きな行事にたくさんの人が参加し

ています。私の町内の蔵では、運動会、夏まつ

り、冬まつりなどの行事もあり、子どもからお年

寄りまで、みんな笑顔で楽しく交流しています。

　私は、こんな東由利が大好きです。東由利のい

いところはまだまだあると思うので、もっと探し

てみたいです。
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東由利のここが好き私の町の宝物

東由利小学校 ６年

おおた ま　お

さん太田 真桜

岩城中学校 ３年
（町内名  蔵）（町内名  最上町）

よしだ はるか

さん吉田 晴香

ここが聞きたい
会派代表質問・一般質問に１１人登壇

開かれた議会を目指して
議会報告会「市民と語る会」開催

６月定例会

肉付け予算
１６億３４００万円を追加補正

ま
ち
の

声
か
ら

　私
の
出
身
地
に
は
「
会
津
の
三
泣
き
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
他
の
地
か
ら
来
た
人
に

対
す
る
排
他
性
に
泣
き
、
馴
染
む
ほ
ど
知
る
人

情
深
さ
に
泣
き
、
去
る
時
に
別
れ
が
辛
く
三
度

泣
く
と
い
う
意
味
で
す
。

　私
は
旧
由
利
町
に
転
居
す
る
時
、
こ
の
言
葉

が
浮
か
び
、
覚
悟
の
上
で
参
り
ま
し
た
が
、
地

元
の
皆
様
の
暖
か
さ
、
懐
の
深
さ
寛
容
さ
に
触

れ
、
辛
い
涙
を
流
す
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
広
大
な
自
然
の
中
で
様
々
な
体
験
が
で
き

る
子
育
て
。
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
の
共

助
。
歴
史
・
文
化
を
大
切
に
す
る
心
の
豊
か

さ
。
由
利
本
荘
市
が
移
住
し
た
い
田
舎
東
北
第

一
位
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
誰
よ
り
も
早

く
実
感
し
て
い
た
の
は
私
と
秘
か
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　「
移
住
・
定
住
を
望
む
人
が
幸
せ
に
な
れ
る

由
利
本
荘
市
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が
広
く
認
知
さ
れ
る
事
を
願
い

ま
す
。
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ん

由
利
地
域 
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内
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倉
）
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英
津
子

　
５
年
前
の
１０
月
、
由
利
工
業
高
校

の
創
立
５０
周
年
記
念
講
演
会
が
カ
ダ

ー
レ
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
講
師

に
お
招
き
し
た
の
が
、
今
年
「
ガ
ー

ド
ナ
ー
国
際
賞
」
に
選
ば
れ
た
由
利

本
荘
市
出
身
の
遠
藤
章
・
東
京
農
工

大
特
別
栄
誉
教
授
で
し
た
。
筆
者

は
、
講
演
に
先
立
ち
講
師
紹
介
と
い

う
大
役
を
拝
命
し
た
。

　
遠
藤
さ
ん
の
最
大
の
業
績
は
、
青

カ
ビ
の
培
養
液
か
ら
血
中
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
値
を
下
げ
る
物
質
「
ス
タ

チ
ン
」
を
発
見
し
た
こ
と
だ
。

　
ガ
ー
ド
ナ
ー
賞
は
、
山
中
伸
弥
京

都
大
学
教
授
や
北
里
大
の
大
村
智
特

別
栄
誉
教
授
な
ど
、
過
去
の
ノ
ー
ベ

ル
医
学
生
理
学
賞
の
受
賞
者
も
数
多

く
受
賞
し
て
お
り
、
今
年
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
る
１０
月

に
期
待
し
た
い
。
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平成２８年９月９日に認定された「鳥海山・飛島ジオパーク」の

ジオサイトをシリーズで紹介しています

か　た　き　ぬま

【加田喜沼湿原：大内地域長坂】
面積約４．５haの浮島状の湿原で、希少な湿原性の

動植物が生息・生育していて、人里に近い湿原で

見られるのは極めて珍しいとされています。
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　平成２９年６月定例会は、５月１５日から６月１４日までの３１日間の日程で開催されました。

　今定例会では、市長選挙後の市長・教育長の所信表明が行われ、当初（３月定例会）予算を骨

格予算としていたことから、当初一般会計予算に肉付け予算として１６億３４００万円余りが追

加補正されました。

　市の提出案件は、人事案件、条例関係、契約締結、補正予算など７４件で、いずれも原案のとお

り同意、承認、可決したほか、請願１件を採択とし、委員会発案（意見書提出）１件を原案のとおり可決しました。

　また、３日間にわたって会派代表質問・一般質問に１１人が登壇し、施政方針、教育方針、福祉施策、観光及び地域

振興施策、市の空き家対策など、多岐にわたる質問をしました。

６月
定例会

■ 一般会計補正予算

16億3409万1千円
を追加

462億6409万1千円総
額

補正予算の主なもの

防犯灯ＬＥＤ化事業
地域の防犯灯をすべてＬＥＤ化し、

維持費の軽減を図る

2億8700万円 1億4614万円 1億162万円

1億円 1億8817万円 2000万円

1億1152万円 4296万円 3232万円

（仮称）木のおもちゃ美術館
整備事業
旧鮎川小学校を活用

同報系防災行政無線
屋外拡声子局増設事業
鳥海、矢島、西目に増設

道路維持事業
住民要望に応え、市内の道路、側溝

などの整備を行う

民間保育園改築事業
小友保育園への補助

（仮称）北部学校
給食センター建設事業
地質調査・実施設計費

地域密着型
介護施設整備事業
整備事業者への補助

秋田由利牛
生産基盤整備事業基金
小規模畜産経営維持拡大支援など

西目カントリーパーク
サッカー場大規模改修事業
管理の外壁張替、休憩所の設置など

同報系
防災行政無線
屋外拡張器などを
介して、市役所から
住民などに対して
直接・同時に情報
を伝えるシステム。
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　議会だよりの研修先を検討した中で、インターネットでみた

「由利本荘市議会だより」が目につき、学んでみたくなり研修に

来ました。……奥州市議会広報編集委員会の菅原由和委員長の

ごあいさつでした。

（１）議会だよりの編集方針

（２）見やすい議会だより
　　　　　　　　    つくりへのこだわり

・常任委員会報告について

・市民の声の取り上げ方について

・一般質問記事に係る工夫について

視
察
内
容

平成１８年２月に水沢市・江刺市・前
沢町・胆沢町・衣川村の５市町村が
合併し「奥州市」となりました。人口
は１２万４千人、面積は９９３．３０平方キ
ロメートルと広大で、西は秋田県に接
しています。また、「えさし藤原の郷」
など多くの名勝・観光地があります。

奥州市ミニ情報

岩手県奥州市議会 議会広報編集委員会６名が来訪

平成２８年度の行政視察の受け入れ状況をお知らせします

ようこそ由利本荘市へ

　毎年、全国各地の議会から、本市の行政の取り組み状況や関連施設について視察の方々が

訪れています。視察団体、視察内容は次のとおりです。

９団体５６人が来訪

視察団体 視察内容 視察日 視察人数

群馬県安中市議会

鳥取県米子市議会

東京都羽村市議会

和歌山県

埼玉県熊谷市議会

北海道旭川市議会

神奈川県小田原市議会

移住定住促進事業について

コニュニティ・スクールの推進について

小中学校の学力向上の取り組みについて

学力向上の取り組みについて

まるごと営業本部の取り組みについて

中学生ピロリ菌抗体検査事業について

宮城県東松島市議会
学力向上策について
コミュニティ・スクールについて

学力向上の取り組みについて
カダーレの運営事業について

カダーレについて
（施設の概要、文化振興について）

7月21日

10月 6日

10月13日

10月14日

11月 4日

11月 8日

11月 9日

7月13日

10月12日

7

5

7

13

1

1

10

4

8千葉県松戸市議会

平
成
２９

年
４
月
２５

日

議会だよりを学びに

市民が見やすい
　　　　議会だよりをつくりたい
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・財務省　　　　　　　　　　　　　　　・国土交通省

・東北農政局　　　　　　　　　　　　　・衆議院参議院県選出国会議員

・秋田県議会　　　　　　　　　　　　　・東北地方整備局

・東北地方整備局秋田河川国道事務所　　・秋田県知事

・東北地方整備局鳥海ダム工事事務所　　・由利地域振興局

〔道路・鉄道関係〕
１．平成３０年度道路整備予算の重点配分

２．日本海沿岸東北自動車道の早期整備

３．一般国道７号の危険個所の早期解消

４．一般国道１０７号「本荘道路」の早期４車線化

５．県管理国道５路線の狭隘区間の早期整備等

６．県道の狭隘区間の早期整備等

７．鳥海山ろく周遊観光促進のための県道の整備等

８．市道猿倉花立線の復旧支援

９．都市計画道路「停車場栄町線」の早期完成

１０．羽越本線の高速化及び複線化並びに羽越新幹線建設の促進

〔河川・砂防関係〕
１１．平成３０年度治水事業予算の確保

１２．一級河川子吉川の改修事業等の促進

１３．鳥海ダムの早期建設

１４．一級河川子吉川水系芋川河川改修の早期完成

１５．一級河川子吉川水系鮎川の整備促進

１６．土砂災害危険個所への対策等

１７．海岸浸食への対策

１８．市沿岸地域への飛砂対策

〔農政関係〕
１９．中山間地域等における農業施策の充実・強化

２０．強い農林水産業のための基盤整備予算の確保

２１．多面的機能支払交付金（資源向上支払）予算の確保

〔工業振興関係〕
２２．新たな県営工業団地の整備

〔地域医療関係〕
２３．地域医療の充実強化

〔災害対策関係〕
２４．豪雪地域に対する支援の継続と拡充

２５．防災対策交付金制度の拡充

市議会と市当局で
合同要望！！

平成２９年６月２７日から

２９日までの３日間、県内、

仙台、東京の関係機関

へ本市の課題について

要望活動を行いました。

要 望 先

要 望 内 容

財務省での要望

合同要望書

秋田河川国道事務所での要望

○：賛成　×：反対
議案の表決結果一覧表

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しております。ほかは全て全会一致で可決されました。

※鈴木和夫議長は採決に加わりません。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党
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議案第１０７号

議案第１０７号：国民健康保険税条例の一部を改正する条例案
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金
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例
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図
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改
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す
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。
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手
方
　
　
（
株
）
高
義
商
会

契 

約 

関 

係

契 

約 

関 

係

人 

事 

案 

件

●
教
育
委
員
会
教
育
長
（
任
期
　
３
年
）

　佐
々
田
　亨
　三
　氏
（
再
任
）

岩
城
地
域
　岩
城
亀
田

●
教
育
委
員
会
委
員
（
任
期
　
４
年
）

　佐
　藤
　道
　昭
　氏
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　
　本
荘
地
域
　花
畑
町
　

●
人
権
擁
護
委
員
（
任
期
　
３
年
）

　保
　科
　良
　子
　氏
（
再
任
）

本
荘
地
域
　大
中
ノ
沢

　遠
　藤
　勇
　喜
　氏
（
再
任
）

本
荘
地
域
　赤
田
　
　

　新
　田
　眞
紀
子
　氏
（
新
任
）

西
目
地
域
　沼
田
　
　

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
　
３
年
）

　澤
　田
　宣
　夫
　氏
（
再
任
）

本
荘
地
域
　石
脇
　
　

　斎
　藤
　弘
　隆
　氏
（
再
任
）

本
荘
地
域
　一
番
堰
　

　佐
　藤
　源
　市
　氏
（
新
任
）

由
利
地
域
　吉
沢
　
　

●
農
業
委
員
会
委
員
　
24
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
　
３
年
）

さ

　さ

　だ

こ
う

　
　ぞ
う

さ

　と

　う

ど
う 

 
 

し
ょ
う

ほ

　し

　な

り
ょ
う

　 

こ

え
ん

　
　ど
う

ゆ
う

　
　 

き

さ
わ

　
　

 

た

の
ぶ

　
　 

お

さ
い

　
　と
う

ひ
ろ

　
　た
か

さ

　と

　う

げ
ん

　
　い
ち

に

　

 

っ 

　た

ま

き

こ

●
路
線
の
廃
止

　
・
尾
花
沢
６
号
線

　　　　　（
位
置
指
定
道
路
の
寄
附
受
納
に
伴
う
路
線
の
見
直
し
）

　
・
南
ノ
股
本
線

　　　　　（
併
用
林
道
協
定
の
更
新
に
伴
う
終
点
の
見
直
し
）

●
路
線
の
認
定

　
・
一
番
堰
27
号
線

　　　　　（
開
発
行
為
に
伴
い
新
た
に
設
置
）

　
・
尾
花
沢
６
号
線

　　　　　（
位
置
指
定
道
路
の
寄
附
受
納
に
伴
う
路
線
の
見
直
し
）

　
・
南
ノ
股
本
線

　　　　　（
併
用
林
道
協
定
の
更
新
に
伴
う
終
点
の
見
直
し
）

市
道
２
路
線
を
廃
止
３
路
線
を
認
定

市
道
２
路
線
を
廃
止
３
路
線
を
認
定

６月定例会で審議した請願の結果は
次のとおりです

また、委員会発案の「意見書」が原案のとおり可決され、関係機関に送付されています。

意 見 書

内閣総理大臣

内閣官房長官

ほか各大臣

委員会発案第１号

地方財政の充実・

強化を求める意

見書の提出につ

いて

委員会発案第１号

地方財政の充実・

強化を求める意

見書の提出につ

いて

◆
請
願
第
１
号

　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

紹
介
議
員

　今
野

　英
元

連
合
秋
田
本
荘
地
域
協
議
会

　
　
　

議
長

　猪
股

　
　修

：

：

：

：：

採

択
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去
る
５
月
１８
日
、「
東
北
日
本
海
沿

岸
市
町
村
議
会
協
議
会
総
会
」
が
関
係

者
ら
約
４０
人
が
出
席
し
て
市
内
の
ホ
テ

ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ら
が
前
年
度

の
活
動
状
況

を
報
告
し
た

後
、
役
員
改

選
が
行
わ

れ
、
会
長
に

鈴
木
和
夫
由

利
本
荘
市
議

会
議
長
が
選

出
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
く
議
事
で
は
、
日
本
海
沿
岸
東
北

自
動
車
道
の
建
設
促
進
と
、
羽
越
本
線

の
整
備
促
進
・
高
速
化
推
進
に
関
す
る

２
件
の
要
望
書
案
が
承
認
さ
れ
た
後
、

鈴
木
会
長
か
ら
来
賓
一
人
ひ
と
り
に
要

望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
事
で
は
国
土
交
通
省
や
財

務
省
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、
自
由
民

主
党
へ
の
要
望
行
動
を
行
う
事
業
計
画

案
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
鈴
木

会
長
以
下
会
員
ら
一
行
が
、
８
月
１
日

と
２
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
直
接
訪

問
し
て
強
く
要
望
す
る
予
定
で
す
。

　
引
き
続
き
、
同
会
場
で
講
演
会
が
行
わ

れ
、
秋
田
県
観
光
連
盟
観
光
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
鈴
木
郁
夫
氏
が
、「
高
速
交
通
網

の
整
備
と
観
光
振
興
」
と
題
し
て
講
演
、

本
市
市
議
会
議
員
ら
も
聴
講
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
最
近
の
観
光
の
特
徴
や
地

域
の
観
光
の
分
析
、
誘
客
の
た
め
P
R
の

重
要
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
振
興
を
高
速
交
通
の
整

備
だ
け
に
頼
ら
ず
、
地
域
を
見
直
し
て

観
光
資
源
を
発
掘
す
る
こ
と
も
必
要
と

力
説
さ
れ
、
具
体
的
に
本
市
の
芋
川
桜

づ
つ
み
を
観
光
資
源
と
し
て
開
発
、
活

用
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
メ
モ
を
と
る
な
ど
し

て
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
日
本
海
沿

岸
東
北
自
動
車
道
の
建
設
促

進
と
、
羽
越
本
線
の
新
幹
線

化
や
複
線
化
な
ど
の
整
備
促

進
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る

も
の
で
、
秋
田
、
山
形
、
新

潟
３
県
の
関
係
す
る
１７
の
市

町
村
議
会
で
組
織
、
本
市
で

は
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　
総
会
に
は
、
会
員
の
市
町

村
議
会
議
長
の
ほ
か
来
賓
と

し
て
長
谷
部
由
利
本
荘
市
長

や
、
本
県
選
出
の
国
会
議
員

の
秘
書
、
地
元
選
出
の
秋
田

県
議
会
議
員
、
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川

国
道
事
務
所
長
、
秋
田
県
由
利
地
域
振

興
局
総
務
企
画
部
長
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
、
各
県
代
表
の
市
議
会
議
長

高
速
交
通
体
系
の
整
備
促
進
を

来賓へ要望書を手渡す鈴木会長

講師へ質問する参加者

鈴木氏による講演

●
県
観
光
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
講
演

「
東
北
日
本
海
沿
岸

　
　市
町
村
議
会
協
議
会
総
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　本
市
で
開
催

総会で挨拶をする鈴木議長

鈴木氏は、本市出身で株式会社ＪＴＢ
から今年１月に同観光連盟に出向し、
県内の観光素材の発掘と商品化、情
報発信などを担当されています。

　分
譲
宅
地
の

　　販
売
促
進
戦
略
は

Ｑ
．
売
れ
残
っ
て
い
る
分
譲
宅

地
の
販
売
戦
略
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
考
え
な

の
か
。

Ａ
．
全
体
の
約
30
％
が
売
れ

残
っ
て
い
る
が
、
移
住
定
住
の

促
進
、
昨
今
の
土
地
価
格
の
下

落
、
今
後
の
財
産
管
理
な
ど
を

総
合
的
に
考
慮
し
、
不
公
平
感

が
出
な
い
よ
う
な
価
格
見
直
し

を
行
い
、
販
売
促
進
を
図
っ
て

い
く
。

　
（
仮
称
）
木
の
お
も
ち
ゃ

　美術
館
の
進
捗
は

Ｑ
．
平
成
３０
年
７
月
の
オ
ー
プ

ン
へ
向
け
て
の
現
況
は
。

Ａ
．
各
ブ
ー
ス
の
計
画
も
進
ん

で
お
り
全
体
像
が
見
え
て
き
た
。

車
体
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
内
装
を

木
質
化
し
た
お
も
ち
ゃ
列
車
の

整
備
計
画
も
由
利
高
原
鉄
道
と

協
議
を
重
ね
進
め
て
い
る
。

Ｑ
．市
民
へ
の
周
知
や
参
画
の
推

進
は
。

常

　任

委
員
会

　笹
子
の
土
砂
崩
落

　　　　　　　
へ
の
対
処
は

Ｑ
．
鳥
海
地
域
笹
子
地
内
の
土

砂
崩
落
災
害
の
復
旧
と
補
償
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
復
旧
に
向
け
て
調
査
設
計

業
務
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
お

り
、
８
月
下
旬
に
復
旧
工
事
に

着
手
し
て
降
雪
前
の
工
事
完
成

を
目
指
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
被
害
者
宅
の
補
償
に

つ
い
て
は
、
調
査
を
実
施
中
で

あ
り
、
結
果
が
ま
と
ま
り
次
第
、

当
事
者
と
協
議
し
て
い
く
。

常

　任

委
員
会

崩落現場の現地調査をする総務常任委員

そ
の
周
知
と
相
談
業
務
実
績
は
。

Ａ
．
平
成
２９
年
４
月
、
５
月
の

２
カ
月
間
で
、
６５
カ
所
に
て
周

知
活
動
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
２
６
６
件
、
電

話
２
４
８
件
、
来
所
１
３
８
件

の
相
談
業
務
を
行
い
、
拡
充
し

た
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

Ａ
．
１６
カ
所
で
地
域
住
民
へ
の

説
明
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
お

も
ち
ゃ
学
芸
員
の
募
集
や
講
習

会
、
誕
生
祝
い
品
製
作
講
習
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
民
生

委員会審査報告

総

　務

　拡
充
し
た
地
域
包
括

　支
援
セ
ン
タ
ー

Ｑ
．
市
役
所
本
庁
舎
内
に
中
央

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
矢

島
総
合
支
所
内
に
南
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

の
資
質
能
力
向
上
の
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
７
月
に
は
公
開
研
究
会

を
開
催
し
授
業
提
示
を
行
う
。

　住
民
の
安
全
確
保
の

　ため
に
！

Ｑ
．
サ
イ
レ
ン
の
み
で
情
報
を

伝
達
し
て
い
る
地
域
で
、
住
民

の
安
全
確
保
対
策
は
ど
う
す
る

の
か
。

Ａ
．
サ
イ
レ
ン
の
老
朽
化
に
伴

い
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡

声
子
局
に
置
き
換
え
て
い
き
、

音
声
で
情
報
伝
達
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
。

　
平
成
29
年
度
は
鳥
海
地
域
７

カ
所
、
平
成
30
年
度
は
西
目
地

域
３
カ
所
、
矢
島
地
域
５
カ
所

に
設
置
し
て
い
く
。

由利本荘市分譲地 分譲価格【H29.6.1～】 　    （円／㎡）

地　域　名 分譲地名称 新単価 残区画数

計

岩 城 地 域
富田根本団地①

富田根本団地②

富田根本団地③

サンガーデン大琴

鶴ヶ平分譲地①

鶴ヶ平分譲地②

下野分譲地

寺田分譲地

潮騒の丘ニュータウン

5,200
6,300
7,300
6,300
4,800
5,500
3,800
6,000

19,700

東由利地域

鳥 海 地 域

由 利 地 域
西 目 地 域

5

12

24

1
9

2

53

　アク
テ
ィ
ブ
・

　ラー
ニ
ン
グ
へ
向
け
て

Ｑ
．
取
り
組
み
の
状
況
は
。

Ａ
．
西
目
小
・
中
学
校
が
県
の

実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
校
と
し
て

「
新
た
な
学
び
に
関
す
る
教
員

もりのあそびばイメージ図
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　政務活動費は、会派や議員が行う調査研究費などの議員活動に充て

ることができ、本市議会では、月額１万円、１２ヵ月分を一括交付する

もので、交付に当たっては収支報告書の提出が義務付けられています。

平成２８年４月～平成２９年３月

会派名・議員名 高志会 市民創風 公明党 社会民主党 日本共産党 村上亨 合計鈴木和夫

10
10

1 1 1 1 251

1,200,000

1,200,000

745,140

456,776

1,201,916

0

1,230,000

1,230,000

766,038

433,858

65,132

1,265,028

0

120,000

120,000

123,060

8,569

1,600

133,229

0

120,000

120,000

135,508

135,508

0

120,000

120,000

205,126

205,126

0

120,000

120,000

0

120,000

3,030,000

3,030,000

1,511,178

123,060

1,095,760

92,754

238,820

3,061,572

120,000

120,000

120,000

19,053

101,712

120,765

0

交付金

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要望・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

政務活動費残額

主な使用内容

計

計

所 属 議 員 数

※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。

収
入

支

　
　
　
　
　出

（視察・要望）

・小田原市

・国会議員

（広報費）

・会派報発行

（視察）

・海南市

・松阪市

（広報費）

・会派報発行

（研修）

セミナー参加

・大阪府

・東京都

（広報費）

・会派報発行

（資料購入費）

・書籍購入

（資料購入費）

・書籍購入

平成２８年度 由利本荘市議会の

政務活動費の収支を報告します

（単位：円）

※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派及び議員が負担しています。

（年度途中１名

逝去により１１名

から１０名に）（人）

政
務
活
動
費
一
覧

市　名 政務活動費（月額）

由利本荘市

秋　田　市

能　代　市

横　手　市

大　館　市

男　鹿　市

湯　沢　市

１万円

１０万円

１万円

１万円

１万５千円

※１０万円

５千円

市　名 政務活動費（月額）

鹿　角　市

潟　上　市

大　仙　市

北 秋 田 市

に か ほ 市

仙　北　市

５千円

交付なし

１万５千円

交付なし

１万円

１万円

※男鹿市のみ年額

　小
規
模
畜
産
農
家
の

　支
援
に
つ
な
が
る
か

Ｑ
．
秋
田
由
利
牛
生
産
基
盤
整

備
事
業
基
金
の
設
置
と
特
別
導

入
事
業
基
金
の
廃
止
に
つ
い
て
、

新
た
な
基
金
に
Ｊ
Ａ
は
出
資
し

な
い
よ
う
だ
が
。

Ａ
．
特
別
導
入
事
業
基
金
は
近

年
活
用
実
績
が
皆
無
と
な
っ
て

お
り
、
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
新
た
に
所
得
確
保
並
び
に
担

い
手
の
育
成
と
確
保
を
目
的
と

し
た
、
秋
田
由
利
牛
生
産
基
盤

整
備
事
業
基
金
を
設
置
す
る
。

　
特
別
導
入
事
業
基
金
の
廃
止

に
当
た
り
、
県
と
Ｊ
Ａ
の
出
資

分
を
返
還
す
る
が
、
新
規
設
置

の
秋
田
由
利
牛
生
産
基
盤
整
備

事
業
基
金
に
、
県
と
Ｊ
Ａ
の
出

資
は
な
い
。

　
基
金
に
よ
る
助
成
事
業
と
し

て
Ｊ
Ａ
が
大
内
地
域
の
豚
肥
育

事
業
で
使
用
し
て
い
た
豚
舎
を

肉
用
牛
の
周
年
預
託
施
設
と
し

て
整
備
し
、
農
家
の
規
模
拡
大

を
支
援
す
る
。

　山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
事
業

　の現
状

Ｑ
．
山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
の
売
り
上

げ
が
好
調
の
よ
う
だ
が
、
実
施

し
て
み
て
の
課
題
は
。

Ａ
．
山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
で

生
産
者
が
出
荷
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
に
よ
る
リ
レ
ー

出
荷
が
で
き
る
長
所
が
あ
る
が
、

課
題
は
、
今
春
の
融
雪
の
遅
れ

か
ら
出
荷
時
期
の
調
整
が
つ
か

な
か
っ
た
こ
と
、
出
荷
先
に
よ

る
個
別
の
規
格
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　八
塩
い
こ
い
の
森

　　

　パー
ク
ゴ
ル
フ
場

        

　５４
ホ
ー
ル
に

Ｑ
．パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
料

の
変
更
理
由
は
。

Ａ
．
平
成
２３
年
に
使
用
料
を
統

一
し
た
が
、
今
秋
に
八
塩
い
こ

い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
５４

ホ
ー
ル
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ほ

か
の
３６
ホ
ー
ル
の
施
設
と
整
合

を
図
る
た
め
、
全
施
設
共
通

シ
ー
ズ
ン
券
も
含
め
、
９
月
１

日
か
ら
使
用
料
を
変
更
す
る
。

　
（
仮
称
）
木
の
お
も
ち
ゃ

　美術
館
の
進
捗
は

Ｑ
．
平
成
３０
年
７
月
の
オ
ー
プ

ン
へ
向
け
て
の
現
況
は
。

Ａ
．
各
ブ
ー
ス
の
計
画
も
進
ん

で
お
り
全
体
像
が
見
え
て
き
た
。

車
体
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
内
装
を

木
質
化
し
た
お
も
ち
ゃ
列
車
の

整
備
計
画
も
由
利
高
原
鉄
道
と

協
議
を
重
ね
進
め
て
い
る
。

Ｑ
．市
民
へ
の
周
知
や
参
画
の
推

進
は
。

常

　任

委
員
会

そ
の
周
知
と
相
談
業
務
実
績
は
。

Ａ
．
平
成
２９
年
４
月
、
５
月
の

２
カ
月
間
で
、
６５
カ
所
に
て
周

知
活
動
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
２
６
６
件
、
電

話
２
４
８
件
、
来
所
１
３
８
件

の
相
談
業
務
を
行
い
、
拡
充
し

た
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

Ａ
．
１６
カ
所
で
地
域
住
民
へ
の

説
明
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
お

も
ち
ゃ
学
芸
員
の
募
集
や
講
習

会
、
誕
生
祝
い
品
製
作
講
習
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

産
業
経
済

　拡
充
し
た
地
域
包
括

　支
援
セ
ン
タ
ー

Ｑ
．
市
役
所
本
庁
舎
内
に
中
央

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
矢

島
総
合
支
所
内
に
南
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

の
資
質
能
力
向
上
の
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
７
月
に
は
公
開
研
究
会

を
開
催
し
授
業
提
示
を
行
う
。

　アク
テ
ィ
ブ
・

　ラー
ニ
ン
グ
へ
向
け
て

Ｑ
．
取
り
組
み
の
状
況
は
。

Ａ
．
西
目
小
・
中
学
校
が
県
の

実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
校
と
し
て

「
新
た
な
学
び
に
関
す
る
教
員

赤ちゃんの「ハイハイひろば」イメージ図

５４ホールになる八塩いこいの森パークゴルフ場

※
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は

　児
童
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
、

仲
間
と
協
力
し
な
が

ら
課
題
を
解
決
す
る

よ
う
な
指
導
・
学
習

方
法
の
こ
と
。

９月１６日（土）、
１７日（日）は「パーク
ゴルフ東北交流会in
八塩」の開催が予定
されています。

八塩パークゴルフ場使用料

１人１日につき

１人１日につき

全施設共通回数券

（１日利用券１１枚綴り）

全施設共通

シーズン券

１セットにつき

500円

250円

5,000円

16,600円

200円

小人
（中学生

以下）

大人

用具

（９月１日から適用）
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できない理由を述べ

るのではなく、どう

すればできるかを考

えてほしい。 由利高原鉄道の通学費

への支援を。

個別所得補償の継

続をお願いしたい。

鮎川鳴瀬台の

橋の復活を。

公民館は施設整備して

から譲渡してほしい。

バスのラッピングや車内広

告に力を入れてみたら。

今から（仮称）木のおもちゃ

美術館のＰＲをすべき。

高原鉄道バス事業で「山

菜採り」  「キノコ採り」ツ

アーを検討してみたら。ア

ク抜き名人や案内人をつ

ける企画もどうですか？

移住定住に県人会やふ

るさと会の人脈を活用

してみたら。

コミュニティバスは料金

を下げることで利用者

増を見込めるのでは。

市への

要 望

鮎川新駅の設置を再考

してほしい。

各会場からいろいろな意見をいただきました。その一部を紹介します。

移住者に働き盛りの人

が多いことに驚いた！

黒森貯水池近辺への不

当投棄の監視強化を！

本荘の方言をイントネ

ーションも含めた保存を

検討したら。

もっとざっくばらんに話し

合える市民と語る会にし

てみたら。

河川公園の管理をマナ

ーも含めて改善を望む。

道路維持事業箇所の現地調査

委員会審査報告

Ａ
．
ア
リ
ー
ナ
建
設
工
事
で
は

屋
根
鉄
骨
の
施
工
中
で
進
捗
率

は
５２
・
６
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
３
月
に
着
手
し
た
屋

根
付
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
工
事

は
、
基
礎
部
分
の
躯
体
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
進
捗
率
は
８
・

７
％
で
あ
る
。
（
い
ず
れ
も
５

月
末
時
点
）

　建
設
工
事
の進

捗
状
況

Ｑ
．
ア
リ
ー
ナ
及
び
屋
根
付
き

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
工
事
進
捗
率
は
。

Ｑ
．
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
．
指
定
管
理
者
の
公
募
は
本

年
８
月
１
日
か
ら
行
い
、
応
募

の
締
切
は
９
月
22
日
を
予
定
し

て
い
る
。

　
10
月
に
開
催
予
定
の
指
定
管

理
者
選
定
委
員
会
で
、
応
募
資

料
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
総
合
的
な
審
査
に
よ
る
候

補
者
の
選
定
を
経
て
、
市
議
会

12
月
定
例
会
に
提
案
す
る
。

　
平
成
30
年
１
月
中
に
基
本
協

定
書
を
締
結
し
、
７
月
か
ら
指

定
管
理
業
務
を
開
始
し
、
10
月

の
ア
リ
ー
ナ
オ
ー
プ
ン
ま
で
の

防
災
公
園
特

　別

委
員
会

　本
年
度
の
道
路
維
持

　事
業
に
つ
い
て

Ｑ
．
住
民
要
望
に
応
え
る
た
め

の
道
路
維
持
事
業
の
内
容
と
箇

所
数
は
。

Ａ
．
道
路
維
持
事
業
の
内
容
は
、

側
溝
改
良
、
舗
装
補
修
・
打
ち

換
え
、
防
護
柵
等
の
設
置
な
ど
、

身
近
な
イ
ン
フ
ラ
環
境
の
改
善

を
図
る
も
の
で
あ
り
、
全
市
25

カ
所
に
お
い
て
整
備
を
行
う
。

　防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

事
業
に
つ
い
て

Ｑ
．
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
本

年
度
で
全
箇
所
設
置
完
了
と
し

て
い
る
が
、
設
置
数
と
制
約
条

件
は
。

Ａ
．
交
付
金
事
業
の
対
象
外
と

し
て
い
た
防
犯
灯
や
新
設
の
要

望
も
含
め
て
、
地
域
活
性
化
事

業
に
よ
り
６
２
７
０
基
に
つ
い

て
整
備
す
る
。

　
設
置
は
、
電
柱
等
へ
の
添
架

と
す
る
な
ど
、
市
の
設
置
基
準

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　市
道
猿
倉
花
立
線
の

　復
旧
へ
の
進
捗
状
況

　に
つ
い
て

Ｑ
．
市
道
猿
倉
花
立
線
の
復
旧

事
業
と
方
針
は
？

Ａ
．
工
事
中
の
崩
落
で
あ
る
こ

と
、
災
害
気
象
状
況
に
該
当
し

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
県
の
指

導
で
復
旧
工
事
は
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
す
る
。

復
旧
の
方
針
は
、
地
中
排
水
を

強
化
し
た
盛
土
工
法
を
想
定
し

て
い
る
。

常

　任

委
員
会

総合

整備

　ア
リ
ー
ナ
の
指
定

　管
理
者
制
度

　     

導
入
に
つ
い
て

建

　設

間
、
開

館
準
備

業
務
を

行
う
予

定
で
あ

る
。

秋
田
県
立
大
生
が

由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
建
設
現
場
を
見
学

 

６
月
12
日
に
、
秋
田
県
立

大
学
生
に
よ
る
由
利
本
荘
ア

リ
ー
ナ
建
設
現
場
見
学
会
が

行
わ
れ
た
。

　
現
場
見
学
会
は
、
県
立
大

学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学

部
・
建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学

科
３
年
生
の
講
義
と
し
て
行

わ
れ
、
45
人
の
学
生
が
参
加

し
た
。

 

市
の
建
設
担
当
者
と
設
計

事
状
況
を
見
学
し
た
。

業
者
、
及
び
施
工
業
者
か
ら
、

事
業
や
設
計
の
概
要
、
施
工

管
理
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
実
際
に
建
設
現
場
で
工

防犯灯のＬＥＤ化事業（電柱添架）

防犯灯で
犯罪のない
まちづくりを

Ａ
．
ア
リ
ー
ナ
建
設
工
事
で
は

屋
根
鉄
骨
の
施
工
中
で
進
捗
率

は
５２
・
６
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
３
月
に
着
手
し
た
屋

根
付
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
工
事

は
、
基
礎
部
分
の
躯
体
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
進
捗
率
は
８
・

７
％
で
あ
る
。
（
い
ず
れ
も
５

月
末
時
点
）

　建
設
工
事
の進

捗
状
況

Ｑ
．
ア
リ
ー
ナ
及
び
屋
根
付
き

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
工
事
進
捗
率
は
。

Ｑ
．
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
．
指
定
管
理
者
の
公
募
は
本

年
８
月
１
日
か
ら
行
い
、
応
募

の
締
切
は
９
月
22
日
を
予
定
し

て
い
る
。

　
10
月
に
開
催
予
定
の
指
定
管

理
者
選
定
委
員
会
で
、
応
募
資

料
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
総
合
的
な
審
査
に
よ
る
候

補
者
の
選
定
を
経
て
、
市
議
会

12
月
定
例
会
に
提
案
す
る
。

　
平
成
30
年
１
月
中
に
基
本
協

定
書
を
締
結
し
、
７
月
か
ら
指

定
管
理
業
務
を
開
始
し
、
10
月

の
ア
リ
ー
ナ
オ
ー
プ
ン
ま
で
の

　ア
リ
ー
ナ
の
指
定

　管
理
者
制
度

　

     

導
入
に
つ
い
て

間
、
開

館
準
備

業
務
を

行
う
予

定
で
あ

る
。

 

６
月
12
日
に
、
秋
田
県
立

大
学
生
に
よ
る
由
利
本
荘
ア

リ
ー
ナ
建
設
現
場
見
学
会
が

行
わ
れ
た
。

　
現
場
見
学
会
は
、
県
立
大

学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学

部
・
建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学

科
３
年
生
の
講
義
と
し
て
行

わ
れ
、
45
人
の
学
生
が
参
加

し
た
。

 

市
の
建
設
担
当
者
と
設
計

事
状
況
を
見
学
し
た
。

業
者
、
及
び
施
工
業
者
か
ら
、

事
業
や
設
計
の
概
要
、
施
工

管
理
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
実
際
に
建
設
現
場
で
工

議会報編集特別委員会

産業経済常任委員会協議会

議会報編集特別委員会

教育民生常任委員会協議会

当局との連絡会議　会派代表者会議

岩手県奥州市議会広報編集委員会行政視察来訪

議会運営委員会　議会全員協議会

本会議（開会）　会派代表者会議

本会議（会派代表質問・一般質問）

本会議（一般質問）　

本会議（一般質問）　議会運営委員会

委員会（議案審査）　各常任委員会

委員会（議案審査）　各常任委員会

委員会（議案審査）　各常任委員会

委員会（議案審査）　総合防災公園整備特別委員会

市議会議員政治倫理審査会

議会運営委員会　本会議（閉会）

議会報編集特別委員会

市議会議員政治倫理審査会　総合防災公園整備特別委員会協議会

議会報編集特別委員会

 5日

 11日 

 12日

 19日

 20日

 25日

 9日

 15日

 1日

 2日

 5日

 6日

 7日

 8日

 9日

 14日

 21日

 23日

 28日

５日

１３日

２１日

２６日

２７日

１７日

１８日

２３日

２４日

２１日

２５日

２７日

２８日

２９日

民生児童委員協議会総会

東北市議会議長会定期総会（仙台市）

ねんりんピック２０１７　由利本荘市実行委員会総会

地域農業再生協議会総会

秋田由利牛振興協議会総会

秋田県奥羽・羽越新幹線整備促進期成同盟会総会（秋田市）

東北日本海沿岸市町村議会協議会総会

国道３９８号改良整備促進期成同盟会総会（湯沢市）

全国市議会議長会総会（東京都）

本荘地域町内会長協議会定例総会

由利本荘ふるさと会連合会の集い（東京都）

市と市議会との合同要望（県内）

市と市議会との合同要望（仙台市）

市と市議会との合同要望（東京都）

４月

５月

６月

４月

５月

６月

議会日誌議会日誌

議長公務報告議長公務報告

議長交際費報告議長交際費報告

主なものを
お知らせ
します

９月
定例会
日程
（予定）

９月
定例会
日程

（予定）

８月１５日（火）

までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

◎慶祝、協賛など ◎弔　　　事

14,308円 70,０００円
４月 ５件 ３件

99,342円
５月 １９件

70,286円
６月 １５件

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

工事の進むアリーナと屋根付きグラウンド

見学する県立大学生

6
月
定
例
会

８月２８日（月）
　　３０日（水）
　　３１日（木）
９月１日（金）
　　５日（月）～
　　８日（木）
　　１９日（火）

本会議（開会）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）・決算審査特別委員会
各委員会
決算審査特別委員会各分科会
本会議（閉会）

平成２９年４月～６月
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第
２
回 

　
市
議
会
で
は
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
的
と
し
て
、
６
月
１６
日
か
ら
２９
日

ま
で
の
期
間
に
市
内
１０
会
場
で
議
会
報
告
会
「
市
民
と
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
議
員
が
、
各
地
域
に
出
向
き
、
議
会
活
動
の
状
況
や
市
政
の
現
状
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
市
政
や
議
会
に
対
す
る
意
見
、
要
望
を
市
民
か
ら
聴
く
も
の
で
す
。

おもな質問と回答

Ｑ．(仮称)木のおもちゃ美術館の入館料は。

Ａ．現在、試算検討中のため、決まり次第お知らせする。

Ｑ．広い土地があり価格も安い本市の魅力を全国に発信すべきではないか。

Ａ．移住定住は最重要課題。SNSを活用するなど検討したい。

Ｑ．幼保一体型の認定こども園は、幼児保育の質を高め施設整備も進め

て欲しい。

Ａ．先人の教育に対する情熱を理解し、質を落とさないよう進めていく。

Ｑ．西目パーキングへのスマートインターなどの設置を。

Ａ．インター設置は引き続き国に対して要望を続けて行く。

Ｑ．鳥海ダム建設は何年かかる予定か?取付道路など含めると２０～３０年

もかかるのではないか。

Ａ．完成までは10～13年位かかる予定と聞いている。取付道路などは、

市と国とが協議しながら進め情報公開にも努めていく。

Ｑ．おもちゃ学芸員養成講座と矢島カップＭtの日程が重なっている。

救済措置は考えているか？

Ａ．諸行事開催の調整をしている中でのことと考えるが、当局内の連携

不足がないか確認する。

Ｑ．受動喫煙防止条例の制定を望む。

Ａ．当局と協議し、議員発案も含めて条例の制定を前向きに考える。

Ｑ．地域公民館活動の状況と市の補助金は？（補助金無くなると聞いて

いる）

Ａ．他の地域の状況・補助要件など調べ、後日回答する。

Ｑ．移住・定住施策で、受け入れ側と移住者側の仕事などのミスマッチが

ないか。

Ａ．移住者側の条件として重要なことと考える。市では、仕事づくり課

で、移住者の希望の仕事を無料で紹介するなど、移住者の希望に添

えるよう努力している。

Ｑ．総合防災公園のアリーナ運営経費が高いようであるが、今後の見通

しを聞きたい。

Ａ．示してある年間収支案が将来の指定管理料の参考となるが、指定管

理者の努力などで収入が出た場合は、指定管理料の減額も考えら

れる。

Ｑ．議会広報（市広報）の字体が小さく読みづらい、検討できないか？

Ａ．文字は大きく、読みやすく、写真などをいれて、分かり易い紙面づ

くりに努力している、貴重な意見として受け止め努力する。

およそ

300人
参加 議

会
報
告
会

   

「
市
民
と
語
る
会
」

開　催　状　況

開催日

６月１６日

６月１７日

６月２０日

６月２１日

６月２２日

６月２７日

６月２９日

曜日

金

土

火

水

木

火

木

会　場　名

本　荘：鶴舞会館

東由利：有鄰館

本　荘：職業訓練センター

西　目：シーガル

大　内：農村環境改善センター

鳥　海：紫水館

矢　島：日新館

本　荘：市民交流センター

由　利：善鄰館

岩　城：岩城会館



人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、「
由
利

本
荘
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
と
進
捗
は
。

市
長
の
政
治
姿
勢
は高 志 会

会
長
　
伊
藤
　
順
男

質

　問

　項

　目

１
．
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

２
．
財
政
に
つ
い
て

３
．
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と

　
　
い
う
課
題
に
つ
い
て

４
．
行
政
改
革
に
つ
い
て

５
．
公
設
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

　
　
民
間
移
行
に
つ
い
て

６
．
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

７
．
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

　
　
業
に
つ
い
て

８
．
教
育
行
政
に
つ
い
て

総
合
戦
略
の
評
価
は市民創風

会
長
　
佐
藤
　
　
勇

質

　問

　項

　目

１
．
総
合
戦
略
と
財
政
に
つ
い
て

２
．
総
合
防
災
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

３
．
移
住
定
住
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
形
成

　
　
に
つ
い
て

４
．
産
業
・
観
光
振
興
と
雇
用
確
保
に

　
　
つ
い
て

５
．
消
防
・
防
災
に
つ
い
て

６
．
教
育
・
文
化
・
健
康
に
つ
い
て

７
．
社
会
資
本
整
備
・
環
境
に
つ
い
て

８
．
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
つ

　
　
い
て

９
．
教
育
方
針
に
つ
い
て

● 
総
合
戦
略
の
評
価
と
進
捗
は

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

の
期
間
見
直
し
と
、
経
常
収
支
比

率
の
数
値
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
で

は
、
計
画
期
間
を
20
年
間
と
将
来

方
針
を
示
し
た
が
、
財
政
計
画
や
新
創
造

ビ
ジ
ョ
ン
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
定
期

的
に
見
直
し
、
施
設
個
々
の
状
態
や
市
民

の
意
見
を
確
認
し
、
前
倒
し
実
施
も
視
野

に
入
れ
対
応
し
て
い
く
。

　
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
職
員
定

数
の
削
減
や
、
長
期
債
の
繰
り
上
げ
償
還

な
ど
で
改
善
を
図
っ
て
き
た
が
、
平
成
２７

年
度
決
算
89
・
１
％
で
、
政
策
的
経
費
へ

の
財
源
は
残
り
の
約
10
％
と
、
数
値
の
改

善
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

● 

経
費
の
内
容
を
精
査

問

問答

会派代表質問会派代表質問
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本
市
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
自

然
減
と
、
進
学
・
就
職
に
よ
る
若

答

年
層
の
市
外
流
出
に
よ
る
社
会
減
が
続
い

て
お
り
、
様
々
な
角
度
か
ら
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
中
で
も
、
雇
用
創
出
事
業
に
よ
る
新
規

雇
用
の
創
出
、
既
存
企
業
の
設
備
投
資
に

よ
る
雇
用
の
増
加
、
多
く
の
移
住
者
の
受

け
入
れ
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
、

鳥
海
り
ん
ど
う
な
ど
の
園
芸
作
物
の
出
荷

額
の
増
加
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
完
全

無
料
化
を
始
め
と
し
た
子
育
て
支
援
へ
の

高
い
評
価
な
ど
が
、
成
果
と
し
て
現
れ
て

き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。

市
長
は
２
期
目
、
３
期
目
の
所
信
に

お
い
て
平
等
を
政
治
姿
勢
の
基
本
と

し
て
い
る
が
そ
の
所
見
は
。

● 

市
長
の
政
治
姿
勢
は

公
設
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
民

間
移
行
へ
の
基
本
的
考
え
は
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
は

市
が
新
た
に
投
資
す
る
の
で
は
な

く
、
介
護
報
酬
を
原
資
と
し
た
民
間
活
力

を
導
入
す
べ
き
と
考
え
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
民
間
へ
移
行
し
事
業
者
に
よ
る
運
営

を
図
る
。

問

問答

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
実
施
計
画
に
お
け

る
公
設
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

位
置
づ
け
は
。

岩
城
地
域
「
花
ち
ゃ
ん
」、
大
内
地

域
「
高
台
苑
」
は
移
転
新
築
の
計
画
、

矢
島
地
域
「
福
寿
荘
」
は
大
規
模
修
繕
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
、「
民
間
移
行
計
画
」
に
関
し
、

大
筋
合
意
し
た
こ
と
か
ら
今
年
度
の
ロ
ー

リ
ン
グ
の
中
で
実
施
計
画
を
変
更
し
議
会

に
報
告
す
る
。

　
ま
た
、
貸
付
前
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
相
手
先
と
現
状
認
識
を
す
り
合
わ
せ

協
議
す
る
。

問答

「
人
間
は
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
を
一
貫
し
た
政
治
信
条
と
し
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
決
断
力
を
持
っ

て
山
積
す
る
課
題
に
取
り
組
む
。

答
財
政
の
健
全
化
の
現
況
と
大
局
的
な

将
来
展
望
は
。

問

市
長
就
任
以
来
、
一
貫
し
て
「
財

政
健
全
化
」
を
公
約
の
柱
に
掲
げ

実
行
し
て
き
た
。

　
今
後
は
、
必
然
的
に
財
政
規
模
が
縮
小

す
る
こ
と
か
ら
、
制
度
、
組
織
、
事
務
な

ど
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、
大
胆
な
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
財
源
の
確
保
に
努
め
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
結
び
付
け
て
い

く
。 答

永
年
勤
続

議
員
表
彰

※左から、佐々木議員、村上議員、伊藤議員

　
第
９３
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
が
５
月
２４
日
東
京
都
内
で

開
催
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
る
市
議

会
議
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
３
人
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
●
在
職
２０
年
以
上

村
　
上
　
　
　
亨  

氏
　

　
●
在
職
１５
年
以
上

伊
　
藤
　
順
　
男  

氏
　

佐
々
木
　
隆
　
一  

氏
　

　議会議員政治倫理条例にかかわる関係私企業との１０万円を超える請負契約などについて、市長から

４月１７日付けで報告がありましたので次のとおり公表します。

関係私企業の請負契約などの状況報告

関係する議員

渡部　専一

事　業　名

由利本荘市
要介護・要支援
認定調査業務委託

由利本荘市介護
予防支援業務委託

請負人の氏名

有限会社
たんぽぽプラザ
取締役　渡部　千鶴子

有限会社
たんぽぽプラザ
取締役　渡部　千鶴子

金　額

346,680円

532,700円

契約年月日または支払い年月日

平成２８年３月２４日

平成２８年３月２５日

契約期間または物品等納入期日

平成２８年４月１日～

　  平成２９年３月３１日

平成２８年４月１日～

　  平成２９年３月３１日

由利本荘市住宅
改修支援業務委託

有限会社
たんぽぽプラザ
取締役　渡部　千鶴子

2,060円 平成２８年６月１日
平成２８年６月１日～

　  平成２９年３月３１日

ここが聞きたい
一 般 質 問

三　浦　　　　晃
　　　（会派　市民創風）

◆各総合支所との連携は

答
各地域のまちづくり協議会の意見を集約し、

基本的な方向性をまとめたものである。各支

所と情報を共有し、優先順位や実施時期の協議を重

ね、確認しながら事業を実施している。

答
県は「県全体の米生産量の目安は提示するが、

市町村ごとの目安は提示しない」としている。

問
「地域別まちづくりビジョン」に提示されて

いる各地域の要望を、支所との連携を密にし

ながら、確認することも必要と思うが。

◆鳥海山を核とする観光を

答
観光情報システムによるPRや、案内人の会に

よる鳥海山の歴史の説明を行い、更なる魅力

の発信に努めていく。

問
県と協同で進めている祓川道路の拡幅や、トイ

レの設置など計画通りに進んでいない。ソフト

面から鳥海山をＰＲしてはどうか。（修験の山・管理人

が整備した康新道・山越えをした庄内兵の話など）

◆平成３０年産からの作付け調整は

問
平成３０年度に稲作生産調整が廃止となり、稲

作を主体としている農家は、今後の米価の動向

に大きな不安を抱えている。行政として農協と連携しな

がら、積極的な関与と政策を早めに提示すべきと思うが。

質　問　項　目
１．３期目の抱負について

２．新創造ビジョンについて

３．農業行政について

４．鳥海山観光について

５．北朝鮮による不測の事態に備えた防災意識は

６．少子化に向き合った学校教育について

地域別の
要望事項に対して

市では国・県の情報をもとに、農協と基本方針や算

定方法を検討しており、年内には各農家へ「生産の

目安」を示す予定である。また、引き続き土づくり

による高品質な米生産を後押ししていく。

やす しん  どう
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問 将来的方向性は。

問
今後の「ふるさとさくら基金」の活用方針と、

芋川桜づつみの観光名所化への整備は。

質　問　項　目

渡　部　聖　一
　　　（会派　高志会）

鳥海山観光は
公共アクセスが必要！ １．由利高原鉄道バス事業について

２．風力発電事業について

３．さくら満開のまちづくりについて

４．北朝鮮ミサイルへの対処について

５．スポーツ振興計画から

◆由利鉄バス事業　改善計画は大丈夫？

◆指導員・サポーターの養成必要！

答
改善計画が確実に実行されるよう、経営指導

計画に基づく指導、サポートを行う。 公共ア

クセス的路線の開発は、鳥海山矢島口と象潟口を縦

走する登山者に対し、矢島駅から祓川(はらいかわ)ま

でのシャトルバスを運行してニーズ把握を行うとと

もに、「鳥海国定公園観光開発協議会」で、にかほ

市や酒田市などと連携できないか提案していく。
問 障がい者スポーツの推進は。

答
市総合体育館で７月、在宅障がい者やスポー

ツ推進員、総合型スポーツクラブ関係者を対

象にパラリンピック公式種目の「ボッチャ」や「卓

球バレー」の実技講習会を開催する。今後も、障が

い者団体や特別支援学校体育連盟、福祉担当部局な

どと連携しながら、肢体不自由や知的障がいなどの

特性に応じた利用環境を整備し推進に努める。

答
平成 27 年度実施の状態調査に基づき、基金の

大部分は植栽やテングス病の剪定、ウソの食

害対策などを５カ年計画で集中的に実施中。ふるさ

◆さくら満開のまちづくりの展開は

ここが聞きたい
一 般 質 問

梶　原　良　平
　　　（会派　高志会）

在宅介護での看取り
支援とその充実を １．地域包括ケアシステムについて

２．空家の実態と対応について

３．２０２５年問題等について

◆「地域包括ケアシステム」市民への周知は

本市では、「第６期　介護保険事業計画」に

おいて、定期巡回、随時対応型訪問介護看護

や、看護小規模多機能型居宅介護の民間事業者の新

規開設を募集しているが、残念ながら現在応募者は

いない。

　「第７期　由利本荘市高齢者保健福祉計画」にお

いて、医師会などと協議を進めながら、在宅を支え

る仕組みの一層の充実を図っていく。

答

質　問　項　目

市では、社会福祉法人や医療法人が運営す

る市内１１カ所の在宅介護支援センターに、

「高齢者等相談窓口運営業務」を委託し、高齢者や

家族の相談に応じ、地域包括支援センターにつない

でいる。

　相談件数や内容について毎月報告を受けるととも

に、担当者会議を定期的に開催し、情報共有を図り

ながら、相談者の課題解決に取り組んでいる。

答

問
相談窓口の運営業務を、一部社会福祉協議会

に委託しているが、委託業務内容の実施確認

について、どのような点に留意して行うのか。

◆総合在宅ケアセンターの設置、関係機関への呼び
　かけを

問
在宅医療の充実について、病気に係る看護と

暮らしに係る介護、その両方の架け橋となる

のが看護師であり、訪問介護である。

　福祉や介護を含め、看取りの支援充実のためにも、

総合在宅ケアセンターを設置検討すべきでないのか。

と納税の寄附金が大幅に増えた場合、本荘公園の根

本的整備などさらなる活用を検討する。芋川桜づつ

みは、トイレや四阿（あずまや）、駐車場などの整備

とイベントの開催など、関係部署や観光協会などと

協議しながら、魅力ある観光地となるよう努める。

質　問　項　目

吉　田　朋　子
　　　（会派　市民創風）

１．鳥海登山における山岳事故に対する市の対応について

２．由利本荘市住みよい環境づくり条例について

３．子吉川本荘地域側の堤防について

４．認知症支援にかかわる活動について

５．プレミアムフライデーへの取り組みについて

◆住みよい環境づくり条例

◆子吉川堤防の整備

◆誰でもかかる可能性のある脳の病気  認知症

答
罰則規定はないが、市と県保健所が連携し、

原因者と直接面談し、原因者の理解を得、公

衆衛生と住みよい環境づくりを確保する。

問

認知症チェックのタッチパネルは平成２８年度

に導入し、広報やホームページで市民に周知

し、地域包括支援センター、健康管理課、各総合支

所市民福祉課に設置している。

　平成２８年度は３５カ所のイベントで活用し、窓口利

用者合わせて４６０人が

体験した。今後もあら

ゆ る 機 会 を と お し て

タッチパネルの利用に

ついて周知していく。

答

問
野良猫にえさを与えた場合、本市では規制す

る制度や罰則があるか。

答
ガードレールの外側は、国

土交通省が管理する河川区

域である。砕石は雑草の繁殖を抑制するなど、堤防の

維持管理を目的として敷かれたものである。

問
子吉川本荘地域側の堤防に

あるガードレール外側の砕

石部分をコンクリートかアスファ

ルトにできないか。

認知症チェックのタッチパネルの設置場所はど

こか。もっとたくさんの人たちに利用していただ

くために、健康講座以外の周知方法もあるのではないか。

質　問　項　目

今　野　英　元
　　　（会派　社会民主党）

本市の入札において、
過去に例がない特殊な入札 １．本荘清掃センター運転管理業務委託について

◆公募型指名競争入札のあり方

今回の業務は、特別な資格、技術、実績など

の要件は必要ないと判断した。一般競争入札

とした場合、不適・不誠実者の排除が困難となる。

　公募型指名競争入札は、事前審査により不適業者

の排除が可能となる。したがって、一般競争入札の

趣旨は担保されると判断し公募型指名競争入札とし

た。

答

問
３月議会で「指名競争入札の形をとりつつ、

できるだけ一般競争入札と同様の効果を上げ

ることを期待したものであり、限りなく一般競争入

札の結果に近い制度」と答弁している。

　形式は指名競争入札だが、実態は一般競争入札と

いうもので支離滅裂、法令無視だ。

「特殊性」とは３年間の段階的委託期間を設

けている特殊な業務を指したものだ。

　「業種指定がないという出し方は普通はない」と

いうことは、業種や実績、資格などを問わず参加を

認めるということだ。

　本市の入札においても、過去に例がないという意

味で、特殊な入札であったと理解している。

答

問
指名審査調整会議において３年間の段階的委

託期間の「特殊性」とは何をもって特殊性と

いうのか。この入札は「特別、特殊な入札」だった

のか。

受託者が市臨時職員を雇用したことで、専門

的技術、指揮監督のもとで実施している。
答

問
受託者自ら、労働者に対して指揮命令、技術

指導を行っているのか。

◆特別、特殊な入札

住みよいまちとは

一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい

タッチパネルでチェック中


